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【概要】

現在使用している透析装置 TR-3000S:12台(208

年に3台､2009年に3台､2010年に6台 導入)に

過酢酸系洗浄剤-モクリーンを使用したところ 20日

後に TR-3000S:1台において透析液浪度異常が発

生した｡原因を調べたところ 2008年に新規導入した

TR-3000S:3台においては､全く変化が見られなかっ

たのに対し､透析披濃度異常が発生した 1台を含め

2009年以降に新規導入した TR-3000S:9台におい

て､リンスポートAからA原液切替弁入口までのポア

ロンチューブ約 1メートルに白濁を発見した｡(写其 1,

写共2参照)

(写真1)A原液切替弁入口部の白濁化
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(写真2)A原液切替弁入口部 拡大写真

白濁したポアロンチューブの内面に付弟した白濁

物質の一部が､剥がれA原液切替弁にひっかかって

しまった事が透析液濃度異常トラブルの原因と考え､

それぞれ 3台ずつ新たにメーカーより取寄せたポア

ロンチューブ､タイゴンチューブ､シリコーンチューブ

に交換し同じ洗浄条件で経過観察をすすめた｡

その後､7カ月間 3種類全てのチューブにおいて

2010年 10月に発生したような白濁はおきなかった｡

しかしその後､最初に白濁が現れた時には､白濁

していなかった A原液切替弁出口側のシリコーンチ

ューブ継手までの 10cmはどのポアロンチューブにも

白濁が起こった｡その部分のポアロンチューブも新た

に取り寄せたポアロンチューブと交換し､現在､経過

観察中である｡(図 1参照)
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対策
液̂ 切甘弁 手前までの 白5tしたA原液 ポ

アロンチュ-79台分 をそれ ぞれ交換

3台 :新たに取り書 せたボアロンチューブ

(ウニイ社魁)

3台 :シリコーンチューブ (イズモ社 製)

3台:タイゴンチューブ

(サンゴバン･ノートン社 史)

交&したチューブ部分には白itは

おきていない

A液切*弁杜からシリコーン

チューブとの推手までのポア
ロンチューブの白Slk

8月 1日

析たにA波切■井出ロからシリ
コーンチュ-プとのJL手までのポ

Tロンチューブの白51舌先JL

対策
A漉切■弁出口からシリコーンチューブとの#
手までのポアロンチューブを薪たに取り書せた

ポアロンチューブと交
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【検証】

当院 CE室において検証および確認可能な項目と

して以下の5つの項目を掲げた｡

1. 当院の透析装置の洗浄方法に間魅があった

のか｡

2. 新たに取り寄せたポアロンチューブでも再現

性があるか｡

3. チューブに原因があるのか｡

4. 洗浄剤に原因があるのか｡(原因が洗沖剤に

あるならば濃度依存なのか)

5. 白濁物質は何であるのか｡

【結果】

1.洗浄方法についての確旺

当院の透析装位及び配管洗浄は､2003年より低

浪度次亜封入システムを導入している｡金台個人用

で集中配管のため夜間に透析装置とRO配管､B液

配管及び枝管を0.01ppm次亜塩素酸Naにて洗浄し

ている｡

透析装置の洗浄剤をディアロックス5-Zから-モク

リーンに変更したが洗浄方法は変更していない｡ま

た白濁化が起きていない装置があるため洗浄方法が

白濁化の原因になったとは考えにくい｡

2.3.チューブについての確認

ポアロンチューブに原因がある可能性が示唆され

たため､3種類のチューブを試験的に導入した｡

ポアロンチューブに白濁が起きた装置 9台をそれ

ぞれ 3台ずつ新しくメーカーより取寄せたポアロンチ

ューブ､タイゴンチューブ､シリコーンチューブに交換

し同じ洗浄条件にて経過観察を続けた｡

その後 7カ月経った現在も3種類全てのチューブ

において白濁化現象は起きていない｡

(写真 3-6参照)

(写真4)へモクリーン7カ月使用ポアロンチューブの経過

(写真 5)交換後のタイゴンチューブの経過

(写真 6)交換後のシリコーンチューブの経過

4.洗浄剤についての確認

過酢酸系洗浄剤の浪度に原因があるか､過酢酸

系洗浄剤をメーカーより出されている浪度を元過希

釈後の洩度を計葬式により表わし､TR-3000Sの洗浄

剤最小希釈倍率が 50倍であるため､これより希釈倍

率の低い洗浄剤においては 50倍希釈にて弊出した｡

ディアロックスと-モクリーンとを比較すると､過酢酸

濃度と酢酸濃度に大きな違いが確認される｡
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5.白濁物質は何であるのか

白濁化現象のみられたポアロンチューブ約 2セン

チから白濁化物質を取り出してみた｡微丑であるた

め重量等は測定できなかったが､触ってみたところス

ポンジ状の物質であり､有機系の稀分7-物質である

ことが示唆された｡

採取した白濁化物質を次亜･酢酸･エタノール･塩

酸･水酸化ナトリウム･ジェチルエーテルの 6和頬の

溶媒で溶解を試みてみたが､全てで変化はみられす､

3日後においても変化は起きなかった｡(Y･瑛7参照)

(写真 7)白濁化物質の溶解拭験

【考察】

ポアロンチューブと-モクリーンの相互作用につい

てですが､今回の事例は､白濁化の起きなかったポ

アロンチューブも存在している事､また､チューブ交

換 7カ月後でも､白濁化が起きてない事より一定期

間に出荷されたポアロンチューブの過酢酸及び酢酸

-の耐薬剤性への疑問が残る｡今後も経過観察を

続け､今回の白濁化の原因の検証を進めていきた

い｡

また､一番重要なこととして､透析治療-の影響が

危快されるが､チューブより剥がれおちるのに物理的

な力が必要である点と､酸､アルカリ及び有機溶媒に

溶解しない点からこの物質が体内へ移行することは

増えにくく､ETRFの設置より除去が十分可能である

ため､透析治療-の直接的な影響はないと考える｡

しかし透析液油浄化の一環として生菌数及びエンド

トキシン伯に加えて装置部晶の目視等による点検を

子fうことをマニュアルに追加しなければならないと考

えさせられるlJl例であった｡
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